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転機となったのは一九七七年からのＵＮＰのジャヤワルダナ政権による対外開放的な自由化政策である。ジャヤワルダナ政権は、貿易・為替管理を撤廃・緩和し、経済インフラを整備する ともに自由貿易区（ＦＴＺ）へ外国投資を促進し、それまでの社会主義経済から自 主義的な開放経済 と転換を図った。バンダー ナイケ国際空港の周辺等にはＦＴＺが整備され、一定の要件を満たす外国投資に免税等のインセンティブが付与された。　
ジャヤワルダナ政権の施策によ
り経済は加速し、外資 導入により縫製産業を中心とした軽工業が発達した。この結果、一九八六年には衣類等の輸出額が紅茶等のプランテーション産品を上回るようになり、第一次産業から第二次産業へのシフトが起こった。一方で














経て、経済は持ち直 、外貨枯渇の危機に瀕していた国際収支も改善した。一九九四年にはいわゆるＩＭＦ八条国入りを果たし、本格的な開放経済体制 移行した。一連の経済改革 流れは 一九九四年に約一七年ぶりに与党となったＳＬＦＰを中心としたクマラトゥンガ政権 おいても継承された。　
一方で、長引く内戦には終焉の
兆しがみえず、一九九五 には和平交渉が断絶し、翌一九九六 にはＬＴＴＥにより中央銀行が爆破されるなど内戦は泥沼化していった。その後、二〇〇一年には、アメリカ同時多発テロの影響で外需が急減、国内ではＬ ＴＥによるバンダーラナイケ国際空港 爆破、旱魃等の要因が重なり、独立後初のマイナス成長を記録した。同年
末の総選挙ではＵＮＰが与党に返り咲きウィクラマシンハ首相が誕生したが、クマラトゥンガ大統領（ＳＬＦＰ）との間でねじれ現象が起こり政治は混乱した。●内戦終結と平和の配当　
内戦は二〇〇二年にノルウェー
の仲介によって一時的に停戦合意が成立し、その後六回の和平交渉が行われたものの、散発的なテロや政府要人が暗殺されるなど和に進展はみら なかった。二〇〇五年の大統領選でＳＬＦＰ ラージャパクサ大統領 誕生すると再び本格的な戦闘 開始され、停戦合意は二〇〇八年には正式に失効した。その後、政府軍 徐々に攻勢を強め、北・東部 ＬＴＴＥの拠点を制圧し、二〇 九年五月、ラージャパクサ大統領は、ＬＴＴＥのプラバカラン議長が戦死したことを確認し、約二六年に及んだ内戦の終結を宣言した。　
内戦終結の余勢を駆って、ラー









先行研究をまとめると、輸出産品の高度化を促進し得る要因は主として、⑴貿易開放度、⑵海外直接投資、⑶人的資本である 考えられる。加えて、⑷巨大市場（かつ高所得国）へ 近接性もプラスに働くとされている。スリランカについてこれらの要素をみると、⑶については、高い識字率や教育水準は周辺国と比べて群を抜い いる。また、⑷への近接性も高所得国ではないものの人口約一二億のインドに隣接することから潜在的にはプラスであると考えられる。したがって、残る⑴および⑵が輸出の高度化を阻む要因と考えられる。　
まず、貿易開放度については、
























紅茶等［07］ 58.5 紅茶等［07］ 38.8 衣類［84］ 33.8 衣類［84］ 52.1 衣類［84］ 42.0
天然ゴム［23］ 21.9 石油および石油製品［33］ 15.4 紅茶等［07］ 28.0 紅茶等［07］ 14.2 紅茶等［07］ 18.9
植物性油脂








［05］ 5.0 衣類［84］ 10.4 天然ゴム［23］ 4.0
その他の非金属























は、コロンボドックヤード（ＣＤＹ）という日系の造船業によるインド向けの船舶の輸出の動きが明確に表れている。スリランカはインドとパキスタンとの間でＦＴＡを締結しており、現在中国とも交渉中である。ＣＤ はインドとのＦＴＡ 活用 インド需要を取り込むだけなく、シンガポールなど他のアジア、欧米、中東等からも民生・軍用の船舶の造船・修繕を受注している。こうした事例は正にスリランカ 「地理的優位性」や「手先の器用さ」を活かした投資の成功事例といえ 今後、インド市場を睨んだ企業の進出がさらに進めば、スリランカがインドのサプライチェーンに組み込まれていく可能性も期待される。実際に、金型メーカー等でイ ドとのＦＴＡによる関税メリット 活用したインド向け輸出の動きも出てきている。　
また、ここ数年スリランカはイ















 絵所秀紀「スリランカ経済」（石上悦朗・佐藤隆広編『現代インド・南アジ 経済論』ミネルヴァ書房、二〇一一年） 。
